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青年部は地域農業の振興を担う農業青年の集まりです。JA
や地域のイベントヘの参加や地元小学生を対象とした農業体
験、管内農業をPRする看板づくりなどの取り組みに力を入れ
ています。部員たちと活動を共にすることで、支部関係なく絆
が深まってきたなと感じています。

現在は自分たちで育てた米を使って日本酒を作り、産地や
農産物の魅力を全国に発信していこうと奮闘中です。―人で
考えるよりも、みんなで集まり共有することで、可能性は広が
ります。未来の明るい地域農業を一緒に作っていきませんか！
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体験農業など を通して地元の小
学生へ食の大切さを伝える（小学
生との手植え）

ポリシーブック（行動方針 ・ 政策提
言集）から企画された体験型婚活
イベント。イベントをきっかけにこ
成婚されたカップルもいます。
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優良賞《七戸支部》
生きることは食べること。食料を生
産する仕車はなくなることはない
はす。日々食べること、働けること
に感謝したい。
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青森県農協青年部協議会主催の
「手作り看板コンク ール」に

出品した作品を紹介

最優秀賞《上北支部》
コロナ禍により各国で輸出制限がかか
り、国産食糧自給率に関心が高まって
いる。地域農業の大切さに更なる関心
を抱いてほしい。

《三本木支部》
「Flapping the WO「|d（世界を羽
ばたく）」
JAと組合員の力で今こそ地元の
野菜、日本の野菜を世界へ。
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地元のイベントに参加して、食や
農の魅力を発信
（神輿担ぎ（十和田市秋まつり））
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優秀賞《十和田湖支部》
黒板アー トをモチーフに制作。十
和田湖の特産物や地域の魅力を
未来につなげていきたい。

《藤坂支部》
全世界の人に食を通して強い心と
体になってもらいたい。

私たちと一緒に

活動しませんか！？

女性部
JA全国女性組織協議会では、令和4年度からの新3カ年計画の活動目標

として「つながろう まもろう かかわろう」を掲げました。周りの方を巻き込
んで誰一人見捨てない活動につなげていこうとしています。私たちは、仲間を
増やし活動することで、地域の食や農を守るだけではなく、国連が掲げる「持
続可能な開発目標(SDGs)」にもつながっていくと確信しています。

今後も年代に区切りをつけることなく、誰もが参加したくなるような活動を
計画し交流の場を広げていきたいと思います。みんながキラキラと輝ける場
を一緒に作りませんか！

地元のイベントヘの参加で地域
を活性化（流し踊りで観客を魅了
（十和田市秋まつり））

地元住民や小学生に郷土料理を
伝承
（「うばたま」作り）
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料理教室や季節飾りの手作り教
室で自己啓発
（正月用しめ縄づくり）

地域を見守り活気づける
（老人福祉施設へ慰問）
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真利子さん

活動が仲閻づくりのきっかけ
（テーブルマナー教室）

支部ことに「きりたんぽ」や「べこ
餅」、「ながいもド ー ナツ」、「そ
ば」や「みそ」など地元の特産品
を活かして 手作りする加工品が
大人気！
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